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【目的】体外受精 ・ 胚移植 にお い て 男性因子は そ

の予 後に影響を与 える最 も重要な因子の
一

つ で あ

る Q 今回，我 々 は 男性因子の評価法 と して ， 各 種

精子 パ ラ メ
ー・タ ー

と血清 FSH 値に基づ い た 男性 因

子指数 （Male 　Factor 　Index ：MFI ）を考案 し，

MFI と体外受糟成績 との 相関を検討 し た 。

【方法 】当院におけ る体外受精症例 68例 93周期を

対象 とし，術前の 精子濃度 ， 精子運動率，精子正

常形態率 （strictry 　normal 　morpholegy ：％ SNM ），

ハム ス タ
ーテ ス ト （calcium 　 ionophore 刺激法）

お よび 血清 FSH 値を以下の 如 くス コ ア 化 した 。 そ

れぞれ の パ ラ メ
ー

タ ーに 対する 境界値を，精子濃

度 （万／m2 ）：2000 ， 1000 ， 精子運動率（9・）：50
， 20 ，

％ SNM （％）：40．12 ，
ハ ム ス タ ーテ ス トの 精子侵入

率（％）： 50，15，血清 FSH 値 （mIU ／mB ）：10， 15 と

し，良好域に 2点，中間域 に 1点，不 良域に 0 点

を与 え ， 各項 目の 点数を合計した もの をMFI とし

た 。 MFI とそ の 後の 体外受精にお ける 受精率お

よび妊娠率 との 関連を検討 した 。 また ， 受精率 に

対する MFI お よび各 パ ラ メ
ー

タ
ー

単独の accura
−

cy を比較 した 。 【成 績 】周期あた りの 受精率およ

び on 　going 妊娠率は，　 MFI ≧ 6 （81周期 ）の と

き 90．1 ％ ，22．2％ であ り ， MFI く 6 （12周期 ）の

とき 41．7 ％ ，0 ％で あ っ た 。 受精率に 対す る

accuracy は，　 MFI ：O．86，精子濃度 ：0．72，運 動率

：O．67，％ SNM ：O．40 ，
ハ ム ス タ

ー
テ ス ト ：0．54，

血 清 FSH 値 ： O．　15 と，MF 　Iが各パ ラ メ
ー

タ
ー
単独

に比 し最も高か っ た。 【結論 】MFI は体外受精成

績 と良 く相 関 し ， 各 パ ラ メ
ー

タ ー
単独 と比 較 し，

体外受精 の 結 果を予測する の に よ り有 用 で あ る こ

とが 示唆 され た 。

【目的】精 子 無力症患 者 の 精子 受 精能 ，そ の 指標

と な る hyperactivated　 motility およ び acrozome 　 rea
−

ction に対す る 卵胞液の 影響 teHdniilten−Thorn 　Mb −

tility　Analyzer（HIM ）及 びFITC ”PSA （pi　sum 　 satiu
・’

magglutinin ）を用 い て 測定 ， そ の 臨床的有用性 に っ

い て 検討す る こ とを目的 と し た 。 　【方法】当科 不

妊外 来患者 の 夫よ り得 られ た 運 動率 50％ 以 下 の 精

子 無力症 14例 を対象 と し 検討 を行 っ た 。 精液 を 80

％ percoll を用 い て 運動率 90〜 100％ の 精子 浮遊液 を

作 成 し ，これ を3．5％ BSA （A群），10％ inactivated

h  an 　cord 　 serum （B 群 ）及 び 10％，50％ ， 100％

inactivated　 fQllicular　 fluid（CDE 群 ）添加HAM
’
S

F −・　10培地の 5群に 分け ， 精子数 1〜 2 × 10％ ‘， 37

℃ ，5 ％CO2 の 条件下 で イ ン キ ュベ ー
ト し ， 0 ，3

，
6

時間後 に 田 M に て hyperactivated　spermrate （％HA ）

を測定 し ， さ らに 24時間後に FITC −PSA に て精子先

体膜を染色 し蛍光顕微鏡を用 い て 100精子 申の acro
−

zome 　reaction 　rate （％AR ）の 検討を行 っ た 。　【成

績】培養前 の ％顕 は そ れ ぞ れO，5±O．5 ，0．6± O．4 ， 0．7

± O．7，0、7± O．7，0．2 ±0．2で あ り5群間 に 有 意 差 は な

か っ た 。 3時 間後は 2．3± 1．7，2．9± 0．9， 5．9±0．9，6．O±

1クとな りA群 に比 し て C群 （pく0、001 ）nE 群（p〈O，05）

は高値 を示 した 。 6 時間後は 2．4±O．7，
3．6±O．8， 6．8

± L5，4．6± 1．4，　 e．7± Oa とな りC群 の み が A 群よ り

高値を示 した （pく 0．05）。 さらに 24時間後の ％ AR は そ

れぞれ 13．6± 1．7，14，6± 1．3，18．7±2．4，B9．5±4．3， 59，7

± L6 で ありA 群 に 比べ C 群 （p＜0，05 ），　 D ，　 E 群 （pく

0、005）は 有意 に高値を示 した。 【結論】卵 胞液 が 精

子 無 力 症 患者 の 精 子 に お け る hyperactivationお よ

び acrosome 　reactiQn を 促進 し ， 受 精能改善 に 有用

で あ る こ とが 示唆 され た 。 卵胞液 の 至 適 濃度 と し

て は 10％前後 の 添 加 が 有用 と考 え られ た 。
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